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釧路川源流域ネットワークの活動目的
～釧路川源流域の自然を守り次世代へ残していくために～



釧路川源流域ネットワーク憲章

１. わたしたちは、釧路川源流域の自然環境保全と利用の 
　  バランスを常に考え、活動します。 

２. わたしたちは、地域とのつながりを大切にします。 

３. わたしたちは、様々な立場、様々な利用者の方との対話 
　  を大切にします。 

4.  わたしたちは、わたしたちの考えや活動の情報を発し、 
　  多くの利用者と共有します。 

5.  わたしたちは、次の世代へ川の魅力を伝え、美しい川を 
     継承していくため川と調和した暮らしの在り方を提案し 
     ます。 

 



釧路川源流域の利用ルール

1. 「鏡の間」と呼ばれる場所は、湧き水で形成される独特の景観を持つ人
気スポットです。はっきりした原因はまだわかりませんが、20年前と比
較すると湧水量も減り、藻や水草なども確実に減少しています。このこ
とを踏まえ、以下のことを徹底します。


• 奥まで侵入しません。

• 水中植物を傷つけるので、なるべくパドルは使用しません。

• 水中に降りたり、周辺の土地に上陸しません。

• 釣りをしません。

• 長時間の占有をしません。

• 写真撮影など鏡の間の様子を記録し、長期的なモニタリングを通じて環境維持、修復の取
り組みに貢献します。


2. 釧路川源流部は、水辺を生活の場とする野鳥や野生動物がたくさん暮ら
しています。繁殖や子育てなど重要な場所であることを認識し、配慮、
思いやりのある行動を心がけます。


• 野生動物を驚かしません。

• 故意に大声を出しません。


3. 釧路川源流部は倒木が非常に多い川です。行く手を遮るように倒れた
木、ワイルドなこの川の雰囲気を損なうことなく、ここにしかない釧路
川源流の魅力にこれからも触れてもらえるように努力します。


• 自然景観と安全性を両立させるため必要最低限の処理・整備に留めます。

• 処理・整備した場合はモニタリングシートで必ず報告し、構成員で共有するとともに、デー
タを蓄積し、継続的に検証します。 

4. 眺湖橋、みどり橋のたもとにある広場は私有地です。地主さんのご厚意
により使わせていただいている状況です。このことを踏まえ、以下のこ
とを徹底します。


• 眺湖橋広場には、トレーラーを放置しません。

• 車両や用具の置き場にするなどして長時間占有せず、他の利用者に迷惑をかけません。
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～釧路川源流域ネットワーク所属事業者向け～


